
’

｜
、
総
説

㈲
凡
そ
婚
姻
生
活
中
の
財
産
が
、
婚
姻
の
解
消
に
よ
り
そ
の
分
配
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
、
現
代
に
あ
っ
て
は
普
遍
的
で
あ
る
。
尤
も
離
婚
に
於
け
る
財
産

分
配
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
婚
姻
観
、
離
婚
観
や
夫
婦
財
産
制
及
び
婚

姻
に
於
け
る
夫
と
妻
の
法
的
地
位
等
に
よ
り
異
っ
た
も
の
が
み
う
け
ら
れ
る

が
、
概
観
す
れ
ば
、
財
産
の
清
算
、
扶
養
、
損
害
賠
償
、
有
資
者
制
裁
が
そ
の

根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

口
我
が
国
に
於
け
る
離
婚
給
付
の
中
心
的
規
定
は
、
七
七
六
条
、
七
七
一

条
で
あ
っ
て
、
離
婚
に
際
し
協
議
ま
た
は
審
判
に
よ
っ
て
配
偶
者
の
一
方
か
ら

他
方
に
財
産
の
分
与
を
請
求
し
う
る
と
な
し
、
実
に
簡
単
に
解
決
を
図
ろ
う
と

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
財
産
分
与
請
求
権
の
本
質
に
つ
い
て
、
学
説
は
多
岐
を

極
め
て
い
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
安
定
と
正
義
乃
至
は
衡
平
の
要
請
に
基
き
、
主
．

と
し
て
経
済
的
に
劣
位
に
お
か
れ
が
ち
な
離
婚
婦
の
保
護
に
焦
点
が
集
中
さ
れ

て
く
る
。

本
稿
は
離
婚
婦
の
保
護
を
主
題
と
し
て
財
産
分
与
請
求
権
の
性
質
と
そ
の
履

行
の
度
合
い
に
つ
き
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
。

二
、
立
法
例

日
ロ
ー
マ
法
ロ
ー
マ
法
の
下
に
あ
っ
て
は
、
家
夫
長
的
家
族
制
度
の

な
か
に
あ
っ
て
、
離
婚
は
忌
む
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
厳
重
な
制
限
が
下
さ
れ
て

い
た
。
従
っ
て
、
実
際
に
離
婚
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
有
責
離
婚
者
に
対
す

財
産
分
与
請
求
権
に
つ
い
て
の
一
考
察

る
離
婚
罰
（
画
写
研
呂
風
呂
旨
鴨
騨
国
苛
）
と
し
て
の
意
味
で
の
離
婚
給
付
が
あ

っ
た
い
。

ま
た
、
夫
婦
財
産
制
に
つ
い
て
は
、
先
ず
妻
の
持
分
を
全
く
認
め
い
財
産
併
呑

制
（
”
渦
旨
①
号
］
号
８
８
画
目
）
で
あ
っ
た
が
、
後
に
嫁
資
制
（
爵
四
用
号

号
訂
）
に
改
め
ら
れ
、
妻
の
財
産
は
悉
く
文
ま
た
は
祖
父
母
に
与
え
る
が
離
婚

の
際
に
一
定
範
囲
に
於
い
て
妻
の
返
還
請
求
権
の
行
使
を
認
め
、
不
可
譲
性
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
③
従
っ
て
、
離
婚
に
際
し
て
は
ロ
ー
マ
法
は
た
ん
な
る
有
資

者
制
裁
の
見
地
の
み
で
あ
る
③
と
は
断
定
で
き
ず
、
制
裁
の
ほ
か
に
侭
か
で
は

あ
る
が
財
産
の
清
算
的
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

尚
ゲ
ル
マ
ン
法
に
於
け
る
離
婚
時
の
財
産
分
配
は
分
明
で
な
く
、
諸
学
者
の

見
解
も
一
致
し
て
い
な
い
・

口
フ
ラ
ン
ス
法
フ
ラ
ン
ス
で
は
中
世
に
於
け
る
婚
姻
非
解
消
主
義
の

影
瀞
と
、
夫
婦
の
経
済
的
地
位
の
差
異
か
ら
、
離
婚
給
付
は
有
責
制
裁
と
扶
養

の
意
味
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
於
い
て
は
、
離
婚
の

一
般
的
効
果
と
し
て
配
偶
者
の
一
方
は
、
他
方
が
「
生
存
を
確
保
す
る
と
み
え

ざ
る
と
き
」
は
自
己
の
財
産
の
な
か
か
ら
、
収
入
の
苑
を
越
え
な
い
範
囲
で
扶

養
定
期
金
を
支
払
わ
し
め
る
（
同
法
三
○
一
条
）
が
、
此
の
場
合
の
扶
養
義
務

者
は
、
判
例
に
よ
り
扶
養
の
意
義
を
有
す
る
と
共
に
、
不
法
行
為
に
基
く
損
害

賠
償
責
任
（
同
法
一
三
八
二
条
）
に
基
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る
⑤
。

ま
た
夫
婦
財
産
制
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
法
採
用
の
嫁
資
制
の
ほ
か
に
、
婚

’
１
１

石
田
雅
男

》
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姻
前
と
同
様
の
状
態
た
る
別
産
制
角
侭
宮
の
号
の
ｇ
骨
画
冒
冒
号
、
宮
呂
の
）

共
有
制
免
の
娼
昌
の
８
両
の
。
昌
昌
旨
目
邑
、
更
に
は
、
財
産
は
夫
々
独
立

だ
が
、
夫
が
妻
の
財
産
を
管
理
す
る
管
理
共
通
制
角
偲
営
の
の
目
め
８
日
目
早

口
目
前
）
を
法
定
財
産
制
と
な
し
、
夫
婦
財
産
契
約
は
、
右
の
い
ず
れ
に
よ
っ

て
も
、
ま
た
は
変
更
結
合
し
た
財
産
制
を
採
用
し
て
も
自
由
で
あ
り
（
同
法
一

三
八
七
条
）
、
財
産
契
約
未
締
結
の
場
合
は
、
共
有
制
が
適
用
さ
れ
る
と
規
定

し
て
い
る
（
一
三
八
九
条
）
。
そ
し
て
、
離
婚
の
際
は
、
財
産
制
の
解
消
に
よ

る
清
算
が
行
わ
れ
る
が
、
離
婚
判
決
の
財
産
に
対
す
る
効
果
は
訴
提
起
の
時
ま

ま
で
遡
及
し
（
二
五
二
条
二
項
）
、
婚
姻
解
消
を
予
期
す
る
悪
意
の
財
産
の
変

動
を
防
い
で
い
る
。
更
に
有
責
離
婚
者
は
、
財
産
契
約
に
よ
る
婚
姻
利
益

Ｐ
の
印
凹
箇
貝
侭
朋
日
四
感
ｇ
ｏ
且
自
己
を
失
う
も
の
（
二
九
九
条
）
と
し
て

財
産
の
清
算
に
つ
い
て
の
有
賀
制
裁
に
よ
る
制
限
を
加
え
て
い
る
。

㈲
ド
イ
ツ
法
Ｂ
・
Ｇ
．
Ｂ
は
フ
ラ
ン
ス
法
同
様
有
責
離
婚
者
の
制
裁
と

し
て
無
責
の
離
婚
配
偶
者
に
対
す
る
扶
養
の
義
務
を
課
し
（
同
法
一
五
七
九
条
）

ま
た
、
無
責
配
偶
者
相
互
間
に
あ
っ
て
は
、
精
神
病
を
離
婚
原
因
と
す
る
場
合

に
こ
れ
を
認
め
た
（
一
五
八
二
条
）
。
し
か
し
、
右
規
定
は
、
ナ
チ
ス
婚
姻

法
、
新
婚
姻
法
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
有
責
離
婚
者
双
方
、
無
責
離
婚
者
双
方

に
つ
い
て
も
離
婚
扶
養
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
五
七
年
同
権
法
に
よ

っ
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
即
ち
、
同
権
法
に
よ
れ
ば
、
一
方
が
有
責
者
な
る

場
合
に
於
い
て
は
、
他
方
の
無
責
離
婚
者
が
期
待
さ
れ
る
収
入
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
夫
婦
の
生
活
関
係
に
従
っ
た
相
当
の

扶
養
を
な
す
べ
き
も
の
（
一
五
七
九
条
）
と
さ
れ
、
離
婚
者
双
方
が
無
責
の
場

合
は
、
衡
平
の
原
則
の
範
囲
内
で
扶
養
の
義
務
が
あ
り
（
一
五
八
○
条
二
項
）
、

更
に
、
双
方
有
責
の
場
合
は
、
自
か
ら
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
配

偶
者
に
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
義
務
者
と
間
連
し
て
分
担
支
払
義
務
を
認
め
て

い
る
（
一
五
七
条
ｂ
）
・

一
方
夫
婦
財
産
制
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
・
Ｇ
．
Ｂ
は
管
理
共
通
制
を
法
定
財
産

制
と
し
（
同
法
一
三
六
三
’
一
四
三
一
条
）
、
財
産
契
約
に
於
い
て
は
、
別
産

制
（
一
四
二
六
条
’
一
四
三
一
条
）
と
共
に
、
夫
婦
財
産
を
合
宥
と
す
る
一
般

的
共
産
制
（
置
狩
の
日
の
旨
①
瞥
扇
品
の
日
の
旨
の
。
富
津
）
及
び
管
理
共
通
制
・
皇

般
的
共
産
制
の
中
間
的
色
彩
を
有
す
る
所
得
共
産
制
ｅ
誌
陣
昌
口
鴨
周
呂
呉

蕨
滞
日
凪
儲
ｏ
富
津
）
を
設
け
、
離
婚
に
際
し
て
は
当
然
消
滅
す
る
も
の
（
一

四
七
八
条
）
と
し
た
。
そ
の
後
一
九
四
九
年
の
ボ
ン
基
本
法
に
よ
り
管
理
共
通

制
は
廃
止
さ
れ
、
ま
た
、
妻
の
所
得
関
与
が
清
算
的
見
地
か
ら
判
例
に
よ
り
認

め
ら
れ
て
き
た
⑥
が
、
同
権
法
に
よ
り
夫
婦
財
産
制
は
大
き
な
改
正
が
さ
れ

た
⑦
。
即
ち
、
契
約
財
産
制
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
自
由
を
認
め
な
が
ら
も
（
同

法
一
四
○
八
条
）
、
法
定
財
産
制
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
附
加
利
得
共
通
制

（
９
忌
日
里
目
邑
号
埼
曽
鳴
き
甘
口
鴨
冒
ｇ
５
ｏ
富
津
＆
関
Ｑ
幹
関
、
菌
口
○
号
印

画
ロ
将
弓
甘
昌
易
但
凪
呂
巴
を
採
川
し
、
夫
婦
財
産
は
別
産
制
で
あ
り
、
婚
姻

中
に
得
た
附
加
利
得
は
、
離
婚
の
際
に
清
算
さ
ゐ
べ
き
と
な
し
（
一
三
六
三

条
）
、
配
偶
者
の
一
方
の
附
加
利
得
が
他
方
の
そ
れ
を
越
え
る
と
き
は
、
右
附

加
利
得
の
苑
は
他
方
の
配
偶
者
の
清
算
請
求
権
と
し
て
帰
属
す
る
と
し
た
（
一

三
七
八
条
）
。
か
く
し
て
西
ド
イ
ツ
の
現
行
法
は
、
夫
婦
間
の
機
能
的
同
権
原

理
の
下
に
、
別
産
制
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
附
加
利
得
に
双
方
の
関
与
を
認
め

た
の
で
あ
り
、
前
記
の
離
婚
給
付
と
共
に
扶
養
と
清
算
の
見
地
に
基
い
て
、
婚

姻
解
消
時
の
財
産
の
分
配
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

卿
英
米
法
英
法
上
の
財
産
の
分
配
も
、
扶
養
と
清
算
を
根
拠
と
し
て

い
る
。
即
ち
、
長
い
間
に
社
会
法
の
分
野
た
る
救
貧
法
亀
。
。
吋
絢
巴
耐
南
諺
目

一
六
○
一
年
）
の
適
用
の
下
に
お
か
れ
て
い
た
離
婚
給
付
側
は
、
一
九
五
○
年

の
婚
姻
法
含
騨
薗
日
。
冒
芭
ｏ
目
“
舟
営
己
に
継
承
さ
れ
、
離
婚
の
際
の
扶

養
た
る
妻
へ
の
扶
助
料
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
同
法
一
九
条
）
・
同
条
に
よ
れ

ぱ
、
裁
判
所
は
夫
に
対
し
、
妻
に
一
時
金
ま
た
は
妻

の
年
収
を
保
証
す
べ
き
命
令
を
下
し
、
こ
の
扶
助
料

冒
自
閏
屡
昌
一
旨
９
ｓ
と
称
す
る
が
、
注
目
す
べ
き
の
終
身
を
越
え
な
い
期
間

を
永
久
舞
称
掛
科
局
員
‐

は
、
右
命
令
に
は
妻
が
た
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び
た
び
の
離
婚
経
験
者
で
あ
る
と
か
、
ま
た
は
、
離
婚
後
に
他
の
男
性
と
不
道

徳
な
関
係
を
持
つ
虞
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
扶
助
料
を
給
付
し
な
い

．
（
昔
日
ｇ
荷
２
８
翼
巴
条
項
の
捜
入
し
う
る
こ
と
が
普
通
法
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
側
。
ま
た
、
夫
婦
財
産
に
関
し
て
は
、
当
初
妻
は

無
能
力
者
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
七
年
の
離
婚
及
び
婚
姻
訴
訟
事
件
法

角
篇
目
ぐ
。
埼
。
の
四
目
冨
鼻
尉
冒
ｏ
画
芭
８
用
＄
炉
。
ｃ
、
一
九
三
五
年
の

法
律
改
正
法
Ｐ
画
言
留
さ
局
目
（
（
冨
胃
風
呂
弓
○
日
２
画
目
弓
○
風
篇
閉
○
邑
）

シ
ｇ
）
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
、
現
在
で
は
、
妻
の
財
産
は
独
身
婦
人
の
財
産
と

同
一
視
さ
れ
、
夫
婦
が
共
同
で
得
た
収
入
は
、
離
婚
に
際
し
て
の
扶
助
料
に
よ

っ
て
解
決
を
図
り
、
財
産
契
約
は
、
裁
判
所
の
裁
定
に
従
っ
て
清
算
す
べ
き
も

の
と
し
て
い
る
側
・

一
方
、
米
国
法
は
、
英
法
を
承
継
し
、
離
婚
給
付
は
ア
リ
モ
ニ
ー
（
匡
冒
。
‐

皇
）
と
し
て
扶
養
と
清
算
的
見
地
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
が
⑪
、
そ
の
給
付

額
は
、
夫
の
収
入
ま
た
は
収
入
と
財
産
の
兇
が
適
当
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

、
そ
の
履
行
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
各
州
法
さ
ま
ざ
ま
に
し
て
周
到
な
方
法
が

と
ら
れ
、
大
都
市
に
は
養
老
局
を
設
け
、
裁
判
所
の
判
決
に
従
っ
て
扶
養
料
を

取
立
て
て
姿
に
結
付
し
て
い
る
⑫
。
夫
婦
財
産
制
に
つ
い
て
も
英
法
を
踏
襲
し

て
い
る
が
、
た
だ
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ア
リ
ゾ
ナ
等
八
州
の

法
制
は
英
法
の
知
ら
ぬ
共
有
財
産
制
を
設
け
、
離
婚
の
際
に
は
二
分
さ
れ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
⑬
。

園
社
会
主
義
諸
国
の
法
制
社
会
主
義
諸
国
は
既
婚
経
験
の
独
身
女
性
に
対

す
る
国
家
保
障
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
離
婚
給
付
は
扶
溌
の
意
味
で

期
間
を
限
定
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
ソ
連
の
家
族
法
典
一
五
条
に
よ

れ
ば
、
離
婚
し
た
妻
は
夫
に
対
し
、
夫
が
妻
に
生
計
の
助
力
を
与
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
且
つ
、
妻
自
身
労
働
能
力
が
な
い
場
合
に
限
り
一
年
間
扶
養
請

求
権
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
（
但
、
白
ロ
シ
ヤ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
等
は
終
身
の
扶

饗
）
、
夫
婦
財
産
は
共
有
制
で
あ
り
、
離
婚
に
際
し
て
は
分
割
さ
れ
る
⑭
。

東
独
に
於
い
て
も
離
婚
給
付
た
る
扶
養
料
は
二
年
間
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

（
家
族
法
典
三
二
条
一
項
）
、
夫
婦
財
産
も
各
自
取
得
し
た
も
の
以
外
は
共
同

財
産
と
し
て
、
離
婚
の
際
は
原
則
と
し
て
苑
に
分
割
さ
れ
る
へ
二
○
条
七
条
）

⑮
。
㈹
我
が
国
の
沿
革
我
が
国
は
、
夫
権
専
横
の
家
族
制
度
の
下
に
あ
っ

て
、
い
ず
れ
の
意
味
に
於
い
て
も
離
婚
給
付
は
認
め
ら
れ
ず
、
た
だ
、
妻
の
持

参
財
産
や
所
得
財
産
に
つ
き
、
そ
の
返
還
が
許
さ
れ
た
場
合
の
少
数
の
事
例
が

あ
る
の
み
で
あ
る
。

即
ち
、
太
古
時
代
よ
り
離
婚
に
つ
い
て
は
、
夫
乃
至
祖
父
母
の
一
方
的
意
思

表
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
宗
教
的
見
地
か
ら
の
把
握
も
な
か
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
ロ
ー
マ
法
の
如
き
離
婚
罰
も
み
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
、
律
令
時
代
に
於
い

て
は
夫
婦
財
産
制
が
と
ら
れ
⑬
、
離
婚
の
際
の
戸
令
の
規
定
に
「
風
奔
レ
妻
…

…
皆
還
二
其
所
し
脊
見
在
之
財
一
」
と
あ
っ
て
、
持
参
財
産
は
現
存
す
る
の
に
限
っ

て
返
還
す
る
こ
と
に
さ
れ
て
い
た
⑰
。
ま
た
、
式
目
時
代
が
ら
戦
国
時
代
、
安

土
桃
山
時
代
に
か
け
て
は
、
別
産
制
が
採
用
さ
れ
て
、
持
参
財
産
の
返
還
と
共

に
、
婚
姻
中
に
夫
が
妻
に
与
え
た
所
領
に
つ
き
、
夫
が
こ
れ
を
「
悔
返
し
」
得

ぬ
も
の
と
さ
れ
た
⑬
。
江
戸
時
代
に
於
い
て
は
、
妻
の
衣
類
、
鏡
台
等
の
諸
道

具
は
別
産
制
で
あ
っ
て
、
他
の
持
参
金
、
持
参
田
畑
は
夫
の
所
有
に
帰
し
た

が
、
離
婚
が
い
ち
お
う
夫
家
妻
実
家
の
合
意
主
義
が
と
ら
れ
て
い
た
せ
い
か
、
夫

の
盗
意
に
よ
る
離
婚
の
際
に
は
右
持
参
財
産
の
返
還
が
定
め
ら
れ
て
い
た
⑲
。

明
治
時
代
に
は
い
っ
て
、
我
が
国
の
法
制
は
、
西
欧
思
想
の
導
入
に
よ
り
は

じ
め
て
離
婚
給
付
制
度
の
崩
芽
が
、
民
法
編
纂
時
に
生
じ
た
。
即
ち
、
い
ず
れ

も
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
明
治
一
三
年
の
旧
民
法
第
一
草
案
（
一
四
七

条
）
、
同
再
調
整
案
（
一
○
五
条
）
、
元
老
院
提
出
案
（
二
六
条
）
、
明
治

民
法
諸
原
案
（
八
二
九
条
）
及
び
大
正
一
四
年
の
臨
時
法
制
審
議
会
に
よ
る
改

正
要
綱
（
第
一
七
）
や
、
昭
和
一
六
年
の
整
理
人
事
草
案
（
一
四
条
）
で
は
．

夫
々
有
責
離
婚
者
に
課
す
扶
養
義
務
乃
至
は
一
般
的
扶
養
義
務
の
規
定
が
草
案
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と
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
⑳
。

民
法
旧
規
定
に
於
い
て
も
、
離
婚
給
付
の
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
判
例
上
多

少
の
余
地
が
認
め
ら
れ
、
離
婚
者
の
一
方
に
不
法
行
為
が
あ
る
場
合
に
は
損
害

賠
償
の
請
求
を
許
し
（
大
判
、
明
治
四
一
年
三
月
二
六
日
、
民
録
三
四
○
頁
）

ま
た
、
夫
婦
が
離
婚
の
場
合
を
予
想
し
て
締
結
し
た
金
銭
給
付
契
約
の
効
力
も

認
め
た
（
大
判
、
大
正
六
年
九
月
六
日
、
民
録
一
三
三
一
頁
）
・
夫
婦
財
産
に

つ
い
て
は
、
先
ず
財
産
契
約
の
自
由
を
認
め
（
旧
七
九
三
’
七
九
七
条
）
、
法

定
財
産
制
と
し
て
管
理
共
通
制
を
定
め
、
婚
姻
費
用
は
一
家
の
主
宰
者
た
る
夫

（
妻
が
戸
主
の
と
き
は
妻
）
が
負
担
し
（
七
九
八
条
）
、
更
に
、
財
産
の
管
理

権
及
び
使
用
収
益
権
を
有
す
る
も
の
（
七
九
九
、
八
○
一
条
）
と
し
た
。
そ
し

て
妻
は
日
常
家
事
代
理
権
を
有
す
る
が
、
不
分
明
の
夫
婦
財
産
は
、
戸
主
た
る

者
の
財
産
と
し
て
推
定
さ
れ
（
八
○
七
条
）
、
そ
の
結
果
、
女
戸
主
の
事
例
が

少
く
、
ま
た
財
産
契
約
の
実
例
も
劣
し
い
（
和
田
教
授
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
明

治
三
十
一
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
登
記
件
数
は
僅
か
二
四
一
件
に
過
ぎ
な
い
、

剛
）
こ
と
か
ら
勘
考
す
る
と
、
夫
婦
財
産
は
殆
ん
ど
夫
の
窓
の
侭
で
あ
り
、
離

婚
に
際
し
て
の
財
産
の
清
算
は
、
た
と
え
あ
り
え
た
と
し
て
も
、
到
底
衡
平
の

理
念
に
基
く
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
現
行
規
定

Ｈ
現
行
法
に
つ
き
、
記
述
の
都
合
上
先
ず
夫
婦
財
産
制
を
展
望
す
れ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。

法
定
財
産
制
は
完
全
な
る
別
産
制
を
採
用
し
、
夫
婦
い
ず
れ
の
財
産
か
不
明

の
場
合
に
は
共
有
と
推
定
し
（
七
六
二
条
）
、
婚
姻
費
用
に
つ
い
て
は
、
夫
婦

の
資
産
と
収
入
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
相
当
な
負
担
を
な
す
べ
き
も

の
（
七
六
○
条
）
と
し
て
、
従
来
の
女
性
劣
位
の
財
産
関
係
を
改
め
、
ま
た
、

夫
婦
財
産
契
約
は
任
意
の
財
産
関
係
を
設
立
し
う
る
も
の
と
定
め
た
（
七
五
五

１
七
五
九
条
）
。
従
っ
て
、
難
婚
の
場
合
に
は
、
当
然
衡
平
の
理
念
の
下
に
夫

婦
財
産
の
清
算
が
行
わ
れ
う
る
の
あ
る
が
、
夫
婦
財
産
契
約
が
自
由
で
あ
っ
て

も
、
妻
の
婚
姻
前
・
婚
姻
後
の
全
財
産
を
夫
の
所
有
に
す
る
と
か
、
夫
に
妻
の

財
産
の
収
益
権
を
与
え
る
等
の
隷
従
的
内
容
を
有
す
る
契
約
は
、
男
女
の
本
質

的
平
等
を
基
調
と
す
る
民
法
の
原
理
（
一
条
の
二
）
か
ら
み
て
無
効
と
解
す
べ

き
で
あ
る
鋤
。

ま
た
、
妻
の
財
産
管
理
能
力
が
不
十
分
の
と
き
は
、
財
産
契
約
に
よ
っ
て
姿

を
受
益
者
と
し
、
夫
ま
た
は
第
三
者
を
受
託
者
と
し
て
信
託
契
約
を
行
い
、
そ

の
解
除
や
変
更
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
参
与
と
定
め
ら
れ
た
者
の
同
意
を

必
要
と
定
め
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
妻
の
財
産
を
保
護
し
、
併
わ
せ
て
離
婚
後

の
妻
の
経
済
的
地
位
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
卿
。

口
財
産
分
与
た
る
離
婚
給
付
に
つ
き
現
行
法
は
第
七
六
八
条
に
協
議
離
婚

の
際
配
偶
者
の
一
方
は
他
方
に
対
し
財
産
の
分
与
を
協
議
若
し
く
は
審
判
に
よ

り
請
求
し
う
る
こ
と
を
規
定
し
、
第
七
七
一
条
で
こ
れ
を
裁
判
離
婚
に
準
用
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
此
の
財
産
分
与
請
求
権
の
本
質
に
つ
い
て
は
学
説
判
例
も
多
様

で
あ
る
。

先
ず
、
扶
養
と
す
る
み
か
た
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
婚
姻
生
活
の
共
同
生
活

に
於
い
て
扶
養
義
務
を
有
す
る
も
の
が
離
婚
を
す
る
際
に
他
方
の
配
偶
的
を
扶

養
す
る
こ
と
は
道
徳
的
当
然
で
あ
り
、
且
つ
、
改
正
要
綱
等
一
連
の
立
法
案
は

扶
養
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
承
継
す
る
現
行
規
定
も
扶
養
的

性
格
を
有
す
る
と
述
べ
て
い
る
伽
。

ま
た
こ
の
分
与
請
求
権
を
生
前
相
続
の
本
質
が
あ
る
と
す
る
説
は
、
そ
の
根

拠
を
離
婚
に
よ
る
相
続
権
の
喪
失
を
損
害
と
考
え
、
且
つ
、
婚
姻
中
の
財
産
は

共
有
と
看
倣
す
点
に
そ
の
理
由
を
求
め
て
い
る
鯛
。

次
に
清
算
と
解
す
三
説
は
、
夫
婦
財
産
は
婚
姻
解
消
に
あ
た
り
清
算
を
な
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
条
文
上
か
ら
い
っ
て
も
扶
養
的
色
彩
の
文
言
が
な
い
と

し
、
更
に
、
夫
婦
生
活
を
一
種
の
組
合
と
し
て
把
ら
え
て
、
離
婚
の
際
は
組
合

[
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財
産
の
清
算
が
行
わ
れ
る
べ
き
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
㈱
。

更
に
、
以
上
の
学
説
の
他
に
清
算
及
び
扶
養
を
併
わ
せ
目
的
と
す
る
学
説
”
、

ま
た
、
清
算
、
扶
謎
の
他
に
有
責
者
制
裁
の
意
味
も
含
む
と
す
る
説
蜘
や
、
清

算
、
扶
養
、
損
害
賠
償
が
本
質
な
り
と
す
る
説
卿
も
あ
り
、
そ
の
間
に
論
争
が

行
わ
れ
て
い
る
。

判
例
も
ま
た
同
様
に
混
乱
し
、
ほ
ぼ
清
算
的
意
義
を
認
め
る
と
共
に
賠
償
的

性
格
を
認
め
た
り
（
仙
台
地
判
、
昭
和
三
十
三
十
一
月
一
二
日
、
下
裁
民
集
六

巻
十
一
号
二
四
一
二
頁
）
ま
た
、
分
与
基
準
を
相
続
分
に
依
存
し
た
り
（
福
岡

高
裁
、
昭
和
二
九
年
十
二
月
二
五
日
、
家
裁
月
報
七
巻
一
号
三
六
頁
）
し
て
い

る
。
私
見
と
し
て
は
、
財
産
分
与
請
求
権
は
清
算
が
本
質
で
あ
る
が
、
規
定
す
る

条
交
自
体
に
は
、
扶
養
等
を
含
む
広
義
な
も
の
で
あ
り
、
更
に
社
会
政
策
的
意

義
を
も
有
す
る
と
解
す
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

凡
そ
、
婚
姻
に
於
け
る
夫
婦
財
産
の
帰
属
は
、
夫
婦
財
産
制
に
従
う
が
、
夫

婦
財
産
契
約
は
前
記
の
如
く
そ
の
実
施
の
例
が
少
く
、
ま
た
、
法
定
財
産
制
に

し
て
も
、
二
百
数
条
に
わ
た
る
詳
細
な
規
定
を
お
い
た
り
（
フ
ラ
ン
ろ
、
ま

た
、
合
理
的
な
解
決
を
図
か
る
具
体
的
な
規
定
が
存
す
る
国
（
西
ド
イ
ツ
）
と

異
り
、
僅
か
数
条
を
も
っ
て
一
切
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
が
国
の
実

情
を
認
識
す
れ
ば
、
夫
婦
財
産
が
離
婚
の
場
合
に
当
然
清
算
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
財
産
分
与
請
求
権
を
規
定
し
た
七
六
八
条

に
於
い
て
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
よ
る
決
定
を
規
定
し
た
第
三
項
は
「
当
事

者
双
方
の
協
力
に
よ
っ
て
得
た
財
産
」
を
考
慮
し
て
分
与
の
可
否
、
及
び
そ
の

額
と
方
法
を
定
め
る
も
の
と
あ
る
が
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
が
夫
婦
財
産
の
清
算

を
意
味
す
る
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
・
ら
な
い
と
思
う
。
扶
養
的
性
格
を
主
張

す
る
根
拠
の
立
法
上
の
沿
革
的
理
由
は
一
応
首
肯
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の

扶
養
た
る
意
義
が
明
文
に
よ
っ
て
顕
現
さ
れ
て
い
な
い
限
り
分
与
請
求
権
の
本

質
を
直
ち
に
扶
養
の
み
で
あ
る
と
断
定
す
る
わ
け
に
ゆ
か
ず
、
ま
た
、
生
前
相

続
な
り
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
配
偶
者
の
死
亡
と
離
婚
と
の
間
に
当
事
者
の
意

思
の
存
否
の
点
で
差
異
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
誤
解
が
あ
る
。

以
上
の
理
由
を
も
っ
て
清
算
が
本
質
で
あ
る
と
解
す
る
趣
し
か
し
、
そ
の

他
の
諸
要
素
も
内
包
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
清
算
説

を
と
る
論
者
は
、
と
か
く
損
害
賠
償
等
を
含
ま
な
い
理
由
と
し
て
法
律
の
規
定

が
な
い
旨
を
主
張
す
る
が
棚
、
し
か
し
、
財
産
分
与
の
認
容
は
「
そ
の
他
一
切

の
事
情
を
考
慮
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
コ
切
の
事
情
」

は
離
婚
給
付
の
目
的
と
関
連
し
て
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
離

婚
給
付
は
離
婚
目
的
を
到
達
す
る
た
め
の
正
義
と
衡
平
の
理
念
を
基
礎
と
す
べ

き
は
当
然
で
あ
り
、
従
っ
て
、
夫
婦
財
産
の
清
算
以
外
に
、
離
婚
に
よ
る
損
害

の
填
補
も
包
含
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
一
面
に
於
い
て
離
婚
に
よ
り
夫
婦
生
活

関
係
が
解
消
さ
れ
る
結
果
、
従
来
配
偶
者
の
一
方
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
た
者
（
多
く
は
姿
）
は
独
力
に
よ
っ
て
生
活
の
種
を
独
得
科
ね
ば
な

ら
ず
、
そ
こ
に
は
国
家
の
任
務
と
し
て
の
社
会
保
障
乃
至
は
公
的
保
謹
に
よ
る

救
済
が
私
的
扶
養
に
優
先
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
状
に
於
い
て
そ

の
実
施
が
到
底
不
可
能
な
る
事
実
（
此
の
点
に
つ
い
て
は
後
日
稿
を
改
ら
た
め

て
論
じ
た
い
と
思
う
）
の
下
に
あ
っ
て
は
、
分
与
請
水
権
の
底
流
に
は
（
法
運

用
上
の
点
に
）
社
会
政
策
的
意
義
の
扶
養
が
必
要
で
あ
る
と
思
考
さ
れ
る
。

以
上
》
を
ま
と
め
る
に
、
財
産
分
与
の
性
質
は
、
夫
婦
財
産
の
清
算
を
基
調
と

す
る
が
、
そ
の
他
に
、
離
婚
者
の
一
方
の
経
済
的
不
安
を
、
私
人
的
な
衡
平
の

原
則
に
よ
っ
て
解
決
の
一
助
と
す
る
社
会
政
策
的
な
意
栽
を
も
包
含
す
る
広
義

な
も
の
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

尚
、
わ
が
国
の
財
産
分
与
に
関
す
る
法
規
制
は
、
わ
ず
か
に
二
条
を
数
え
る

の
み
で
あ
り
、
し
か
も
、
協
議
と
裁
判
所
の
審
判
の
み
に
そ
の
解
決
を
ゆ
だ
ね

て
い
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
現
在
で
は
先
ず
当
時
者
間
の
協
議
を
な
し
、
未
解

決
な
る
場
合
は
家
事
審
判
の
乙
類
事
件
（
家
事
審
判
法
九
条
）
と
す
る
か
、
ま

た
は
不
法
行
為
等
他
の
民
法
規
定
の
適
用
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
し
う
る
の
で
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離
婚
の
統
計
を
み
る
と
、
家

知
な
離
婚
婦
の
た
め
の
保
謹
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
因
み
に
昭
和
三
八
年
度
の

あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
で
は
不
統
一
で
あ
っ
て
、
財
産
分
与
に
関
す
る
訴
訟

件
は
一
五
二
一
八
件
あ
る
が
、
乙
類
事
件
と
し
て
の
財
産
分
与
の
件
数
は
一
三

八
件
に
過
ぎ
な
い
（
司
法
統
計
年
表
に
よ
る
）
。

『

は
ま
ず
家
事
審
判
事
件
と
し
て
全
部
を
包
含
す
べ
き
で
あ
り
、
と
か
く
法
に
無

’

’ １
１

謎
輯
鳳
掛
識
簿

尉
酬
’
十
酬
頭

益
脹
鋤

庭
裁
判
所
に
申
立
て
ら
れ
た
離
婚
申
立
の
調
停
事

配
耐
申
靭
柵
存
Ｓ
劉
朝
存
簿
濁
ｑ
錨
覗
舜
掛
存
簿
ｌ
仲
荊
嗣
灘
輩
副

詞
智
冨
紺
岡

口
次
に
財
産
分
与
の
実
際
の
額
を
調
停
事
件
の
み
に
お
い
て
調
ら
く
る
と

別
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
支
給
決
定
額
の
低
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
の
原
因
と
し
て
実
務
を
担
当
し
て
い
る
恒
田
文
次
、
糟
谷
忠
雄
両
判
事

は
、
第
一
に
当
時
者
の
貧
困
、
第
二
に
「
男
尊
女
卑
」
的
社
会
鎌
囲
気
侭
第
三

に
離
婚
を
願
う
配
偶
者
（
多
く
は
妻
）
と
財
産
分
与
を
拒
否
乃
至
は
低
額
支
給

を
主
張
す
る
配
偶
者
（
多
く
は
夫
）
と
の
主
観
的
事
情
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
剛
。

戸

（
副
熟
議
翠
補
鮒
汽
片
が
）
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さ
て
、
こ
う
し
た
分
与
額
の
低
額
さ
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
は
如
何
た
る
手

段
を
誰
じ
て
い
る
か
に
つ
き
、
前
記
両
判
事
は
次
の
点
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

即
ち
、
財
産
分
与
支
払
義
務
者
た
る
夫
に
多
額
の
資
金
収
入
は
な
い
が
、
親

兄
弟
に
あ
る
場
合
に
そ
の
親
兄
弟
に
夫
に
対
す
る
経
済
的
援
助
を
す
る
こ
と
の

勧
告
、
次
に
支
払
額
の
分
割
払
、
更
に
離
婚
を
調
停
に
よ
り
決
定
し
、
あ
ら
た

め
て
妻
か
ら
財
産
分
与
の
申
立
を
ま
っ
て
審
判
手
続
に
す
る
乙
類
審
判
の
活
用

で
あ
る
と
す
る
剛
。
．

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
次
に
起
っ
て
く
る
問
題
は
、
仮
り
に
分
与
額
が
決

定
し
て
も
果
し
て
そ
れ
が
現
実
の
姿
と
し
て
実
除
に
履
行
さ
れ
て
い
る
か
否
か

の
点
で
あ
る
。

家
事
審
判
法
は
僅
か
に
履
行
方
法
の
勧
告
、
履
行
の
命
令
、
方
法
と
し
て
の

寄
託
の
受
入
れ
、
不
履
行
の
際
の
過
料
制
裁
の
み
し
か
規
定
し
て
い
な
い
（
同

法
一
五
条
の
二
’
一
五
条
の
四
、
二
八
条
）
・
従
っ
て
、
夫
が
支
払
義
務
不
履

行
の
場
合
に
は
、
執
行
力
あ
る
債
務
名
義
に
基
き
民
事
訴
訟
法
の
手
続
に
従
っ

て
強
制
執
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
で
確
保
で
き
る
と
は
到

底
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
社
会
的
、
経
済
的
劣
位
の
妻
が
複
雑
な
手

続
を
行
い
、
ま
た
は
弁
謹
士
に
依
頼
し
て
強
制
執
行
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
ま
た
、
妻
が
取
立
て
の
為
に
先
夫
の
と
こ
ろ
へ
（
特
に
子
を
引
取
っ
て
い

る
夫
）
執
行
吏
を
向
け
て
家
財
道
具
な
ど
を
差
押
え
る
こ
と
が
一
般
的
に
で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
家
庭
裁
判
所
の
金
銭
給
付
に
関
す
る
家
事
債
務
一
般

に
つ
い
て
の
統
計
で
、
不
完
全
な
る
履
行
が
五
一
％
の
多
き
に
達
し
て
い
る
事

実
が
如
実
に
証
明
し
て
い
る
と
思
う
。
ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
の
各
州
法
に
よ
る

ア
リ
モ
ニ
ー
の
履
行
確
保
の
方
法
を
列
挙
す
る
と
担
保
の
供
与
、
先
取
分
、
現

状
維
持
の
た
め
の
受
取
人
の
指
定
、
差
止
命
令
、
差
押
手
続
、
国
外
逃
亡
禁
止

命
令
、
裁
判
所
侮
辱
手
続
、
信
託
手
続
、
暫
定
強
制
管
理
制
度
、
債
権
差
押
、
特

別
の
執
行
方
法
、
養
料
局
制
度
に
よ
る
取
り
た
て
等
種
々
の
角
度
か
ら
履
行
確

保
に
つ
い
て
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
参
考
に
し
な
が
ら
現
状

の
不
徹
底
化
を
立
法
上
あ
ら
た
め
る
べ
き
で
あ
る
。

注
㈹
板
木
郁
郎
、
離
婚
の
際
の
財
産
分
与
の
性
質
に
つ
い
て
立
命
館
法
学
四
・
五
合

併
号
六
五
頁

②
和
田
千
一
夫
婦
財
産
制
批
判
四
五
七
頁

③
板
木
前
掲
六
五
頁

側
田
島
順
、
近
藤
英
吉
、
独
逸
民
法
親
族
法
、
現
代
外
国
法
典
叢
書
四
巻
九
六
頁

⑤
木
村
健
助
フ
ラ
ン
ス
法
に
於
け
る
扶
養
法
比
較
法
研
究
八
号
三
一
頁

⑥
福
地
隅
子
補
遺
独
逸
民
法
親
族
法
現
代
外
国
法
典
叢
書
四
巻
五
○
三
頁

切
浅
見
公
子
西
削
イ
ッ
に
於
け
る
新
法
定
財
産
制
に
つ
い
て
法
学
論
集
八
巻
ヨ
刈

四
合
併
号
二
○
頁
以
下

③
中
川
善
之
助
註
釈
親
族
法
下
巻
二
四
四
頁

、
ｒ
喚
一

⑥
冒
呂
汽
国
身
冒
葛
一
』
句
四
目
〕
ご
Ｆ
画
尋
勺
．
届
崖
観
、

⑩
旨
９
床
国
勤
ヨ
趣
三
一
○
ｇ
ｏ
詳
吋
．
曽
璽
画
射

⑪
尾
高
都
幾
子
離
婚
の
扶
恭
家
族
問
題
と
家
族
法
三
巻
二
七
六
頁

⑫
前
同
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
扶
養
法
比
較
法
研
究
八
号
二
七
頁

⑬
中
川
前
掲
上
巻
一
九
四
頁

割
趨

卿
中
川
高
男
社
会
主
義
社
会
に
於
け
る
扶
養
問
題
、
家
族
問
題
と
家
族
法
五
巻
三

四
三
’
三
七
四
頁

か

⑮
久
野
勝
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
家
族
法
、
家
庭
裁
判
所
月
報
七
巻
五
号
八
一
頁
以
下

側
三
流
周
行
法
制
史
の
研
究
三
九
三
頁

州
拠
雌
‐
遮

伽
前
同
三
九
五
頁
石
井
良
助
日
本
法
制
史
概
説
一
八
九
頁

⑬
石
井
良
助
前
掲
三
四
九
頁

側
前
同
五
八
一
・
二
頁

鋤
田
中
実
旧
民
法
成
立
過
程
に
於
け
る
離
婚
後
の
養
料
給
付
規
定
、
法
学
研
究
二

八
巻
七
号
四
一
頁
以
下

鋤
雌

釧
和
田
前
掲
一
五
八
頁

虐

幽
和
田
教
授
は
取
引
安
全
の
見
地
か
ら
排
斥
さ
れ
る
和
田
前
掲
一
二
三
’
一
二
六
頁

鯛
中
川
前
掲
上
巻
一
九
○
頁

鋤
板
木
前
掲
八
○
頁

”
中
川
前
掲
上
巻
一
二
○
、
一
二
二
頁

鋤
抽
木
騨
親
族
法
一
四
七
頁
、
小
池
隆
一
財
産
分
与
講
求
権
に
つ
い
て
綜
合
法

学
一
巻
四
号
一
五
頁

師
中
川
善
之
助
民
法
大
要
八
五
頁

鯛
宮
崎
孝
治
郎
新
婚
姻
法
一
九
二
頁

蝿
田
中
実
財
産
分
与
の
一
考
察
法
学
研
究
二
八
巻
六
号
八
頁

洲
小
池
前
掲
一
四
頁

釧
恒
田
次
次
、
糊
谷
忠
男
裁
判
所
に
あ
ら
わ
れ
た
離
婚
問
題
、
家
族
問
題
と
家
族

法
三
巻
三
八
○
頁

鯛
前
同
三
八
三
頁

鯛
家
事
債
務
の
履
行
確
保
調
査
、
家
建
裁
判
所
月
報
七
巻
七
号
一
○
○
頁

鋤
尾
高
前
掲
研
究
八
号
二
七
頁
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